
公益目的事業審査シート
「体験活動等」用
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実施場所の変更 変更内容

変更理由

¥21,259

上記専門家①③のお二人に5,568円（手取り5,000円）、村上事業に関わる専門家②の鈴木氏のほか建部氏、三須氏に各々
3,341円（手取り3,000円）をお支払いします。
半日程度の拘束時間に対する支払金額としては十分に低価格といえると考えます。

参加動員計画の変更 有

ポスター等の掲示物

報酬額

妥当性

専門性

プログラム

青少年育成事業の実施

子供たちが新潟県の様々な魅力を通じて地域や地域課題への関心を深め、故郷を想い愛する心を育てることを目的とし、糸
魚川、村上、加茂それぞれで体験型事業を実施します。

講師等に対して過大な報酬が支払われることになっていないか。

議案ファイル名

会議・委員会名

担当提出者

年

年

TV・ラジオ等のメディア

月

3

2024

723-12K-0224K

子供みらい共育委員会

委員長　谷川朝美 2

24

5

共に育む体験・郷育事業

日

日

月

チラシ等の配布物

事業名

会員会議所会議承認予定日

公益目的として設定されたテーマを実現するためのプログラムになっているか。

テーマ

講演および体験同行していただきます。

①小河原孝彦氏：　学芸員として地質学に精通し、研究・講演実績も豊富です。
②鈴木正美氏：　教職者として村上大祭に関する教育を主導した実績があります。
③西村修一氏：　果物農家として品評会受賞歴もあり、渡米して研修参加する等研究熱心な方です。

体験活動に、専門家が適切に関与しているか。

1

2

3

機会が一般に開かれているか。

告知方法
（該当するもの
すべてにチェッ
ク）

ホームページ等のIT 雑誌・新聞等の紙情報媒体 その他（               ）

当該 「体験活動」が不特定多数の者の利益の増進に寄与することを主たる目的として位置付け、適当な方法
で明らかにしているか。

公益事業
番号

公1

事業目的
新潟に住まう子供たちが地域の魅力を通じて地域や地域課題への関心を深め、故郷を想い愛する心を育てることを目的とし
ます。

上記の方法を用いて、表現内容、実施期間、対象エリアなど、どのような広報戦略を用いることにより、不特定多数の市民に
情報が行き渡り、本実施事業が公益性を満たせるのかを、詳しく議案に記入ください。

4

5
変更理由

確認行為

専門家

関与方法

糸魚川事業：①小河原孝彦氏
村上事業：②鈴木正美氏
加茂事業：③西村修一氏

子供たちに事業実施後にアンケートを実施し、どの程度郷土愛を育んだか、地域課題について理解を深めたか聞き取りま
す。

無

6

変更内容

予算の変更

変更内容実施日時の変更

変更理由

7

8
変更理由

無 有 変更内容

無 有

無 有
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